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流動資産 114,418,383 流動員債 6,784,952

事業未払金

未払費用

職員預り金

賞与SI当金

2,733,916

1,734,126

765,964

1,550,946

現金預金

未収金

114,210,715

207,668

6,784,952

固定資産 40,131,581

基本財産 2,000,000 基本金 2,000,000

その他の固定資産 36,559,821 その他の積立金 10,000,000

10,000,000車両運搬具購入積立金

双期繰越活動増減差額 135,765,012

147,765,012

建物

車両運搬具

器具及び備品

長期貸付金

車両運搬具購入積立資産

24,394,271

1,087,829

1,039,721

38,000

10,000,000

154,549,964154,549,964

純資産の部合計

純資産の部

員債合計

負債の部資産の言Б会計名

(単位 :円 ) 平成27年度は、新たに始まった国の事業である「生活困窮者自立相談支援事業」を南部町から

受話し、家計のやり<り に困っている、失業してしまつた等、さまざまな理由で生沼 |こ困ってい

る方の相談窓□として「生活サポートセッターなんd」 を開設した。今まで行つてきた「なんで

も相談」や「法律相談」はもちろん、あらゆる相談を受け止め、経済的なことばかりでな<、 社

会資源の活用をはかり、社会とのつながりづ<り に努めながら地域で自立した生沼ができるよう
な支援体制を築<よう努力した。
更に、社協や福祉事業に理解を深めていただ<ことを目的 |こ、集落ごとの「福祉座談会」を開
催し、地域での生活課題の把握と既存の制度・サービスの普及を目指した。

特に今年度は改正されたあいのわ銀行の旧制度の精算事務や新制度への登録活動、パソフやチ

ランの活用などによる広報活動 |こ努め、あいのわ銀行の説明と利用促進、集落での支援体制を高

めていただ<ような情報提供を行つた。

また、住民の支え合いの意識向上を図ることなどを目的とする、県社協の「あつたかハートψ

あたがいさ茨事業」推進モデル鳳力成事業を受け、生渚支援体制、見雪り体制を築<ための研修会、
意見交換会などを実施することもに、集落の見雪り支援渚動を支援してい<ために、いきいきサ
ロンの活動支援、ひとり暮らし高齢者に懐中電灯を西己付する事業や「わが町支え愛活動支援事

業」「配食サービス」事業等を継続した。

ボランテイアセンター機能の充実と災害 8寺の体制整備を図るため、「焚害ホランテイアセツ

ター活動マニユアル」を活用して、「災害ボランテイアセンター運営研修」を実施。役職員や民

生児童委員、赤十写奉仕団員等が実践的な研修に参カロし、日頃からの備えの必要性を実感するなど、

地頼でのニーズや生渚課題に対する支援への取り組み |こついて検討してい<年度でもあった。

(自 )平成 27年 4月 1日  (至)平成 28年 3月 31日 (単位 :円 )
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会  費  収  入 3,348,000 人 件 責 支 出 44,761,145

寄 付 金 収 入 3,118,158 事 務 費 支 出 10,266,414

補 助 金 収 入 40,355,090 事 業 費 支 出 5,847,491

受 託 金 収 入 19,299,000 助 成 金 支 出 4,328,730

事  業  収  入 2,158,900 貸 付 金 支 出

貸 付 事 業 等 収 入 23,000 負 担 金 支 出 42,600

雑   収   入 819,549 そ の 他 支 出 1,488,938

受取利息配分金収入 25,579 その他固定資産取得支出 1,879,092

積 立資産取崩収入 21,903,449 積 立 資 産 支 出 10,000,000

収入合計 91,050,725 支出合計 78,614,410

支  出収   入
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月
１
日
採
用

６
月
１
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募金の約 70%は、 じdんたちの町を良 <するために使われています。
集茨った募金の約70%は、募金をいただいた地功で使われてい茨す。残りの30%は、みなさんの住
んでいる市区町村を超えた広頭的な課題を解決するための活動に、都道府県の範囲内で使われていま
す。

災害にも共同募金は使われています。
大規模な災害が漣こった際のそなえとして、各都道府県の共同募金会では、募金額の一部を「災害等
準備金」として積み立てています。この積み立ては、大規模災害が漣こった際に、災害ボランテイア
活動支援など、ネ皮災地を応援するため|こ使われています。

祉協議会

高姫区 部町老 ブ連合会

スポnetなんぶ

赤uヽす魏纏躾鳳轟会

南部町共同募金委員会では、福祉団体・ぴ
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①法人組織体制の基盤整備

②地域福祉に携わる人材の育成

③見雪り、支え合い活動の推進強化

④ニーズ発見と相談支す髪体制の推進強化

⑤住民参画|こよる生活支援サービス提供体制の推進

法人運営事業

(司)法人組織の基盤づ<り
(2)社協活動基盤強化への
取り組み

③ 広報啓発沼動の実施

地域福祉推進事業

(¬)地功福祉ネットワー
`フ

活動

② あった0ハートψあたが
いさま事業の推進

③ いきいきサロソ沼動支援
事業

④ 福祉活動への啓発あよび
活動支援事業

貸付事業等収入
100

事業H又入 2,243

受話金収入
14,226

生活相談支援事業

(1)総合相談事業の実施
② 福祉資金貸付相談の実施
③ 日常生活自立支援事業の
実施

(4)生活困窮者自立相談支援
事業の実施

ボランティアセンター事業

(司)福祉教育関連事業
② ボランテイアセンター機
能の充実

③ あいのわ銀行の運営

1収支予算 (単位 :千円)

子育て総合支援センター

の運営

(1)子育て広場の開設
② フアミリーサポートセン
ターの運営

地域生活支援事業

(¬)西己Ωサービヌの実施
② 福祉バスの運営。管理

受取利息配当金収入

雑】又入 435 20 サービヌ区分間繰入金
2,564

会費J又入 3,348 介護保険
収益処分事業
1,112寄附金収入

2,717

福祉バヌ運営事業
3,061 配食サービス事業

2,528

あいのわ銀行
運営事業
1,010

ボランテイア
センター事業
1,191

を平成28年 7月 19日 ～ 8月 19
間、実施する予定です。ご応募を
してあ`ります。

平成28年熊本地震義援金  |
洋浅とを4と角某筑注,304;421山 |
策逢墨段たを峯写「鍬5泰奮ξ誉巨言ま憲尾含|‐
引き続きご協力よろしくお願いします汗

~  |―

募集期間 :平成28年4月 15日 ― II
～平成29年3月 31日  |

収入

補巳も金収入
38,743

日常生活

1,058

生活相談支援事業
524

地域福祉推進事業
5,226

0

主な実施計画
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1也Ы福祉壷 名
(任期 :平成28年 4月 1日～平成30年 3月 31日 )

集落の福祉活動のリーダー役としてお世話になります。 4月 に改選された地域福祉委員をご紹介します。

(敬称は省略させていただきました)

4月 30日 (土 )、 プラザ

西伯を会場 |こ「地頭福祉委

員連絡会」を開催し、 106

篭中74電の地功福祉委員の皆様にあ集ぶりいた

だき、社協会長より委嘱状を交何させて煩きま

した。

前年より継続して地功福祉委員を受|サて頂いた方もありますが、59電の方が新し

<なられたことつら、職員が社協事業のあらましと地功福祉委員の役割 |こついて説

明し敲した。茨た、東日本太震災後のイ皮災地での地功課題 |こ地功福祉委員が中心と

なって取り組まれた映像をネ見聴し、理解を深めて頂きました。

地功福祉委員の主な役割は、日頃からの集落内

での要援護者 |こ対する見守りや声つけ、また福祉

問題を発見し、その問題解決のために相談支援活

動を行つたり、社協や区長、民生児童委員、行政

等の関係者 |こ連絡することです。

日頃の生活であ困りの方などは、集落の地功福

祉委員に何なりとご相談<ださい。

地区筈 集落名 氏  名

東西町1区 原田 和美
東西町1区 高倉紀美子

東西町2区 ○原田 智子
東西町2区 ◎野□ 裕子
東西町3区 古澤 充枝
東西町3区 組田 幸子
東西町4区 橋本美穏子

東

西

町

東西町4区 守屋 啓子
境 ○富倉 好美
境 宮倉 延江
境 仲田久美子

坂根 ◎亀尾 嘉子
谷川 野□みどり

谷川 野□ 和子
柏尾 植田みえ子

柏尾 稲森 弘子
清水川 大塚 恭子
フォレヌトタウン 三嶋  洋
下阿賀 石原 腱子
下阿賀 問脇 里美
上阿賀 三好 浩子

上阿賀 西谷 華子

天

津

四季 玉田 美香
原 ○石持 智子
原 古村由紀子

Jヒ方 井上喜代子

長田 塗信由美子

猪小躇 瀬尾  敬
与―谷 大藤 春美
鍋倉 山岡加奈子

西 吉村 寿子
□絹屋 持井 綾子
奥絹屋 前田 悦子
小原 関  秀隆
大国田園ハイツ 石倉 行光
倭 忌田 英子
倭 ◎瀬尾 知子

大

倭2区 新村 節子

地区筈 集落筈 氏  筈

法勝寺1区 遠藤 淳子
法勝寺2区 原 真理子
法勝寺3区 近藤 彰子
法勝寺4区 頼田  充
法勝寺5区 ◎増田 厚子
法勝寺6区 森重 洋子
法勝寺7区 西村 芳子
法勝寺8区 福田 扶B行
落合上 岩本 栄子
落合下 原   環

落合団地 西田  環
三本木 枝野美知恵

戸構団地 山崎真由美

菅田団地 内藤由美子

城山 力l戸 悦子
戸構 遠藤 文雄
上鴨部 長谷川芳子

下鴨部 大飯 喜冨
福頼 ○荊尾 俗子
推l本目 金田 啓子
馬佐良 牧野  孝
いずみ 石田 房恵
馬場 長尾るり子

馬場住宅 遠藤 秋子
徳長 青砥 節子
武信 大塚 喬司
道河内 松本やよひ

法

勝

寺

伐株 生田 幸子
フ 長 井上 和代
江原 潮  計久
八金 西谷 節子
金ヶ崎 福田多美江

桝 遠藤 典子
常清 後藤  俊
金山 松原 由香

伯田 絹子能伯

賀祥 秦  伯富

南
さ
い
|よ

<

入蔵 O村回 芳江

地区筈 集落名 氏  名

辟牛 足谷由美子

早田 遠藤佐恵子

赤谷 ◎立見 律子
大河内 長尾 智恵

長F毛真由美笹畑

南
さ
い
は
<

大木屋 西本 典子
天萬 仲田 郁子
天萬 三鴨 規明
三崎 古木 郁夫
寺内 吉田 悦子
自前一 ◎三鴨 淑恵
宮前二 新井 祥美
田住 吉持 典子
西原 岩田 三夫
諸木 岩田  学
円山 雑賀 洋子
円山 ○田淵 千里

手

間

福里 乗本 和子
浅井 ○齋鹿 伸二
高姫 宮脇 敏泰
井上 池田 厚子
御内谷 精山は茨子

金田 梅原 弘之
市山 岡田 好弘
縄平 頼田 牧子
荻筈 仲田 清枝
朝金 ◎上原 洋一
上野 井田二三恵

池野 雑賀 黎子

賀

野

鶴田 野□ 郁枝

*集落の都合で 1年で交代

される集落もあります

◎地区代表

○地区副代表
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わが田丁支え憂
活動支援事業
法勝寺 5区 |よ今款で災

害への危機感があ茨りな

<、 避雖訓練どころつ災

害について話し合うことなどありませんでした。

しかし、高齢化も進み、一人暮らしの方も多<
なる中で、平田昼間に地震があつたらどうする ?こ者えてみ

ました。そして、まずはできることつらやつてみようと麓強

会や図上訓練がら始め、その中で見えてきたのは災害時に必

要な備品や用具がないということでした。避難困難な人をど

うやつて運Sのか、屋外での避難を強いられた時に必要なも

の lこ矢何か 。。そこで、区で話し合い「わが町支え愛活動支援

事業」を活用させていただ<ことにしました。りやカー、ラ

ジ才、拡声蓋など購入し、実際に使用してのヨ練も行なつて

います。誰もがl呆管場所を把

握し、いざという時|こ戸惑う

ことのないよう今後も訓練を

重ねていこうと思います。

00

す
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日常生活自立支援事業

生活サポー ト
センター

福祉サービスの利用や金銭管理に不安になったら日常生活

自立支援事業で支援します

お困りごとがあれば、ひとりで抱えこまずに、
お気軽にご相談ください。

「生活サポートセンターなんぶ」では年

支援
福祉サービヌの利用援助

こんな時中 日常の金銭管理など

本人
専門員
生活支援員

日常生活 |こ不安をかかえている高齢者や障がい者などを対象|こ、住みなれた地域、施設や病院

などで安心して生渚があ<れるようあ手伝いをします。

福祉サービスの利用や家賃 。公共料金などの支払い、生活費などを計画的|こ使うこと|こ不安が

あるなどに対して、専門員が相談を受け、支援計画に基づいてあ手伝いします。

利用料は書類などの預かリサービスが月額200円、あ金の払い戻しや支払いのあ手伝いは 1時

間以内1,200円 (生活保護世帯lよ無料)です。

お手伝いできること 〔内容は、ご本人との話し合いで決定します)
1.福祉サービスの利用援醐
福祉サービヌの利用・苦情|こ関する相談、ロカ言、情報提供、利用料の支払いなど|こ関する支援

2.日常的な金銭管理
金銭管理に関する相談、助言や生活費の払戻し、公共料金、家賃、医療費などの支払いのため

の金融挙幾関への同行、または代行

3.通帳・印鑑の預かり
1。 と2.の支援 |こあたって必要な通帳・印鑑 (金融機関届出印)の預かり

※ただし、高額の通帳はあ預かりできません。

4.郵便物の管理
郵便物の内容確認と行政などへの必要な手続の支援

支援をするのは、南部町社会福祉協議会の職員である「専門員」と、研修を受け、登録をして

いる「生活支援員」が行います。

1新

J亀

相談員があなたと一緒に考え←解決へのお手伝いをします。

南部町では、平成27年 4月より、様々な理由で生活 |こ困っている方の相談窓□として、「生活サ

ポートセンターなんぶ」を南部町社会福祉協議会内に設琶Lし ています。専門の相談員が相談者のあ困

りごとについて、聞き取りを行い、自立 |こ向けた支援を行います。相談は無料です。あ電話でも受け

付 |すていますので、あ気軽 |こご本国談<ださい。
行正文など関係機関からの紹介や、直接社協へあ電話、来所いただき、平成27年度 |こ 自立支援事業

で相談を受理したケースは 18件でした。そのうちの 5ケースで支援プランを作成。支援継続中の

ケースも 6ケースあり、 2ケース lこ夫一般就労につなげることができ、生活保護の受給決定となった
ケーヌも 4ケースありました。今後も福祉事務所、ハローワーク、福祉施設、民生児童委員等、様々

な機関・地頭の方と連獲を図りながら、生活の中での困りごとを相談者と一緒 |こ老え、解決へのあ手

伝いをしていきます。

お知らせ

会見地区 西伯地区

梅原 勝郎さん   由良 冨子さん

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
委
員
が

選
任

（再
任
）
さ
れ
ま
し
た

第
二
者
委
員
と
は
？

福
祉
サ
ー
ビ
ヌ
を
利
用
す
る
利
用
者

の
権
利
を
擁
護
し
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
滴
足
感
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

本
会
が
提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
苦
情
を
受
け
つ
け
、
苦
情
解
決
を

円
滑

。
円
前
に
図

っ
て
い
＜
た
め
の
委

員
で
す
。

第
三
者
委
員
は
本
会
と
利
用
者
の
仲

介
役
と
し
て
、
中
立

・
公
平
な
立
場
で

助
言
を
し
た
り
、
調
整
を
図

っ
た
り
改

善
状
況
を
確
認
し
た
り
す
る
役
割
が
あ

り
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
す
る

た
め
に
も
気
軽
に
ご
相
談
＜
だ
さ
い
。

相談
南部町社会福祉協議会
にご相談ください。

当 戸  ゝ

計画
利用者の意志を尊重し
なア〕
く
ら、「契約書」と「支

援計画」を作成します。

契約 サ ー ビス開 始

生活支援員による
支援ん
(始
まります。

訪間
相談により支援が必
要であると考えられ
る方|こは、契約を結
心ことができるかど
うかを確認します。

審査   →
審査が必要な場
合もあります。

→

0

自分で判断できな<
なったらどうしよう

′
　
．
　
■
．ァ

（
・
，
ヽ
Ｂ
　
）

生活が苦しい
ニート、
ひきこもり 失業してしまった

困っている
のこと 家賃や

―ンが払えなし
計のやりくに
回っている

詳しくは南部阿社会福祉協議会にお間い合わせください。

0



霧
― 珍 2 ど0繊杉 か

(平成28年5月 31日受付まで)

頂戴しました寄付金は、地域福祉委員の活動費
。なんでも相談所開設経費・いきいきサロン活動助成金・地域

振興協議会への助成金など、地域の福祉活動の財源として活用させていただいています。

(敬称は省略させていただきました。)

金 額寄付者名 集落名 故人名

良子 金―封生 田 英 雄 伐株

倭 博子 100,000円前 田 慎 三
田 子   カ 境 洋子 30,000円

光代 金―封加 納   誠 原

福頼 由雄 金―封小 谷 一 男
清 川 速 水 天萬 3番組 亀代子 金一封

金一封組 田 和 敏 北方 嗣郎

輝美 金―封高 橋 元 志 田住

梶 】し  誕 清水川 冨美枝 金―封

松 尾 昭 倫 天萬 5番組 講悪 100,000円

金―封潮   正 文 猪小路 春江

高姫 英雄 金―封岡 田 純 司

植 田 美 穏 柏尾 文悪 金―封

広 戸 隆 紀 天万 2番組 千歳 金―封

金一封野 □ 晋 志 鶴田 昌子

高姫 雑賀琢 金―封宮 脇 敏 泰
板   静 夫 中 武雄 金―封

宮 本 千 秋 東西町 4区 俊里 金―封

し|プの 金―封本 池 雅 夫 上鴨部

坪内卓子 金―封中 原 由紀美 大山町

寄付者名 集落名 故人名 金 額

陶 山 博 宝 】ヒ方 規子 金―封

朝金 ―枝 30,000円赤 井 憲一郎
持 田 善 男 三備 政子 金一封

大 江 節 夫 倭 枝 金一封

賢― 金―封増ヽ 林 ― 夫 田住

西 岡 広 狽 大木屋 寛太郎 金―封

山 田 真 澄 三崎 早 金―封

集落名 金 額寄付者名

浅井 金一封板 持 年 昭

雑 賀 百合子 高姫 金一封

瀬 戸 八枝子 富前 金一封

寄付者名 品目・金額

金―封余須 年宣
株式会社 寿電気 金―封

南部町職員労働組合 金―封

◎ご寄附の際に、広報紙への掲載を同意された方のみ載せています。

◎寄附金額等の記載につきましては、寄幽者ご本人の意思によるものです。

年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、
体
の
衰
え
を
感

じ
て
い
る
所
で
す
。
平
均
寿
命
は
延
び
て
い

て
も
果
た
し
て
自
分
の
健
康
寿
命
は
こ
老
え

た
ら
疑
間
が
残
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、
腸

内
環
境
を
よ
＜
す
れ
ば
少
し
で
も
健
康
に
な

る
の
で
は
こ
思
い
、

ｔ
ｇ
ｇ
ヨ
ー
グ
ル
ト
と

い
う
植
物
性
乳
酸
菌
を
食
べ
る
よ
う
匠
し
て

い
該
サ
。
こ
れ
は
、
牛
乳
で
作
ら
れ
た
動
物

性
乳
酸
菌
と
違
い
、
生
き
た
ま
ま
腸
ま
で
届

き
、
腸
内
環
境

の
改
善
に
役
立

つ
そ
う
で

す
。こ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
玄
米
Ｅ
常
在
し
て
い

る
乳
酸
菌
を
用
い
て
常
温
で
簡
単
匠
作
る
こ

と
が
出
来
、
癖
が
無
い
の
で
ジ
ャ
ム
と
か
蜂

蜜
等
で
味
を
調
え
て
食
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
る
よ
う
に
な

っ

て
、
便
秘
症
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
τ
朝

ヌ
ッ
キ
リ
す
る
よ
う
に
な
り
、
又
、
境
界
型

で
あ

っ
た
血
糖
値

の
値
が
正
常
値

の
頭
に

入

っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
ず

っ
こ
続
け
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ウ
ェ
ブ

ス
テ
ー
ン
ョ
ン

で

「
ｔ
ｇ
ｇ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
を
検
索
し
て
み

ら
れ
て
は
こ
思
い
ま
す
。

（Ｋ
．
Ｇ
）

香 典 返 し

見 舞 い 返 し
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